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− 116 −
がなければ、日本人は自らの思想の歴史に対する自尊心を喪失しかねないと思えるほどで
ある。しかし、こうした日本人の特権的な自意識は、明らかに「東アジア共同体」の議論
にプラスに働くことはない。言うまでもなく、共同体に参加する者は対等な立場になけれ
ばならず、共通の価値観を持っていることが必要となるからである。
　中国の経済発展はめざましく、今後さらなる成長が予測されている。経済的には大国で
も、政治的・軍事的には小国にとどまっている日本や、今だに南北に分断されている韓国・
北朝鮮にとって、中国の躍進は次第に脅威に変わりつつあり、その東アジア地域における
ヘゲモニーは圧倒的なものになりつつある。それゆえ、こうした政治的、軍事的、経済的
視点からの「東アジア共同体」議論は、どうしても強弱、優劣、大小、上下という垂直的
価値基準を無視することはできない。
　では、どうすれば水平的な共通の価値基準を持つことができるのか。その可能性の一つ
として、今回私は、王陽明、李退溪、伊藤仁斎という中国、韓国、日本を代表する儒者た
ちが共通した他者認識を提唱したことの意義を強調した。彼らは朱子の格物致知説に疑問
を持ち、それぞれ「良知」、「敬」、「忠恕」という異なった概念を取り上げながら、三者と
もに他者に対する厚い信頼を保持しなければならないという共通の結論に到達した。私は、
こうした他者に対する厚い信頼を説いた思想家を、中国、韓国、日本の三国がともに生み
出したという事実に注目したい。
　思想的伝統とは、一般に思われている以上に、国家と結びついたものである。したがっ
て、中国人にとっての「良知」、韓国人にとっての「敬」、日本人にとっての「忠恕」は、
それぞれの国民に最も理解しやすく受け入れやすい概念であり、親しみやすい根生の思想
であるといえよう。「東アジア共同体」に水平的な同等の立場から参加しようとするとき、
私たちは他者に対する厚い信頼を訴えた三人の思想家を思い起こし、各国の伝統に根ざし
た「人間的紐帯」を尊重する思想を共有している東アジアの一員として出席し、議論すべ
きだと考える。
　共同体は、つねに変動要因を内包し、また経済や政治の力によって解体する危機にも晒
される。そうした危機的状態に直面したとき、共同体を維持する紐帯となりうるものは、
東アジアの儒教が生み出した他者への厚い信頼という思想を最後の拠り所にするのではな
いかと考えている。
